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〈要旨〉

　目的：日本国内でヨーガのスピリチュアルな側面の測定を促進するにはどのようにすれば良いのかを検討す

るために，英語文献を対象にヨーガの研究で使われているスピリチュアルな側面の主観的評価尺度，尺度の信

頼性・妥当性の検証の有無，および特徴について明らかにすることを目的とした研究を行った。

　方法：PubMed などを用い，英語文献のナラティブレビューを行った。対象文献を選定し，「Spirituality」

を測定する主観的評価尺度として記載されていたものを抽出した。尺度の信頼性・妥当性の検証の有無および

尺度の特徴を対象文献から確認，または尺度のオリジナル文献なども検索した。

　結果：ヨーガの研究で使用されていたスピリチュアルな側面の主観的評価尺度は９尺度であった。すべての

尺度で信頼性・妥当性が検証されていた。最多使用尺度は FACIT-Sp12 であった。尺度の開発言語は英語，

ドイツ語，中国語があった。３尺度は疾患の有無が特定されていない参加者に使用されていた。

　結論：スピリチュアルな側面の主観的評価では，信頼性・妥当性のある９尺度が使用されていた。宗教的伝

統を越えて広く適用できる SIBS と ASP，インド哲学の理論に基づく TGS，複数言語ある翻訳版の SCQ-14 な

どがあった。これらの尺度を参考にして，疾患の有無を問わない幅広い参加者に向けて，日本語のヨーガ向け

スピリチュアル尺度の開発が望まれる。

〈Abstract〉

　Objective: The purpose of this study was to examine various subjective rating scales, whether the scales 

had been validated for reliability and validity, and characteristics of the scales within the spiritual 

dimension used in English literature on yoga intervention studies, in order to consider how to promote the 

measurement of the spiritual dimension on yoga studies in Japan.

　Methods: A narrative review was conducted by searching PubMed and other databases for English 

articles. Objective articles were selected, and subjective rating scales described as measuring “Spirituality” 

were extracted. We examined whether reliability and validity of the scales had been validated and the 

characteristics of the scales in the selected articles, or in others such as the original article on the scale.

　Results: Nine subjective rating scales used to measure the spiritual dimension were extracted from the 

English articles on yoga studies. All the scales had been validated for reliability and validity. The most 

frequently used scale was the FACIT-Sp12. Development languages for the scales included English, 

German, and Chinese. Three scales were used in participants with unspecified disease status.



14 堀越・岡／日本保健医療行動科学会雑誌　38（1），2023　13－23

Ⅰ．序論
近年ヨーガは健康行動のひとつとして世界的に注

目されている。米国における 2017 年の国民健康面

接調査（NHIS）のデータ１）２）によると，子供から

大人までヨーガや瞑想を行っている人の数は過去数

年で大幅に増加したと報告されている。ヨーガは中

医学や漢方医学と同じように独自の人間観，病理論，

指導論，技法論，哲学を備えており３），この人間観

に沿ったアセスメントを通して，身体的，精神的，

社会的，スピリチュアルな４つの側面の健康増進へ

とアプローチしていく。

健康心理学の分野におけるヨーガ実践動機調

査４）５）６）によると，多くの実践者が一般的な健康

や運動，リラクセーションなど身体的・精神的なこ

とを理由としてヨーガ実践を開始していたが，ヨー

ガ実践を継続する新たな理由として「スピリチュア

リティ」と回答している割合が高くなったことが示

されている。このことから，ヨーガにおけるスピリ

チュアルな側面は重要であるといえる。

ヨーガを活用した健康促進を実現していくには効

果の測定と測定方法の評価が不可欠７）である。効

果測定のためには血圧の測定値などの客観的指標が

重要なアウトカムであるが，それだけでは不十分で，

受ける側の本人がどう感じているか，生活するうえ

でどのような影響があるのかといった個人の見解に

基づく主観的な視点での評価も重要である８）。

Buric ら９）のヨーガなどの心身介入法と遺伝子発現

におけるシステマティックレビューでは，客観的指

標である遺伝子の測定値だけでなく，遺伝子と，ス

トレスや孤独などの主観的な心理的測定値との関係

を直接探求することが有用な情報を得るためには欠

かせないと述べられている。このため，主観的評価

尺度の使用が重要な位置づけとなる。

主観的評価尺度は，人の意識や行動のデータを収

集するために用いられる心理的現象の程度を測定す

るツール 10）である。尺度のひとつに，参加者が自

ら質問項目に回答する自記式の尺度がある。尺度は，

観察法や面接法と比べて，比較的短時間で多人数の

心理的現象などを把握でき，結果の一般化が容易で

あるという大きな長所を持っている 10）。尺度は目

的とする心理的現象を正しく測定できるかの判断指

標となる信頼性と妥当性が必要とされ 10），尺度が

正確な測定を行うためには，正しく安定した測定値

を示し，測りたいものを測定するツールであること

が重要である。

日本語文献を対象としたヨーガの主観的評価尺度

に関する文献研究では，47 尺度を使って主観的評

価が行われていることが報告されている 11）。この

論文では，身体的側面 13 尺度，精神的側面 38 尺度，

社会的側面 12 尺度，スピリチュアルな側面で１尺

度が使われており，日本語文献ではスピリチュアル

な側面の測定が極端に少ないことが指摘されてい

る。この研究で示されたスピリチュアル尺度は信頼

性・妥当性が確認されていなかった。また，スピリ

　Conclusions: In the reviewed English articles on yoga studies, nine scales that had been validated for 

reliability and validity were used to measure the spiritual dimension. The characteristics of the scales 

included SIBS and ASP that were broadly applicable beyond religious traditions, TGS based on Indian 

philosophical theories, and SCQ-14 that was translated into a different language. It is suggested that, with 

reference to these scales, a yoga scale to measure the spiritual dimension in Japanese be developed for a 

wide range of participants with or without disease.

キーワード
ヨーガ（ヨガ）	 yoga
スピリチュアル 	 spiritual
主観的評価尺度	 subjective rating scale
信頼性と妥当性	 reliability and validity
ナラティブレビュー	 narrative review
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チュアルな側面は１尺度しか抽出されなかったた

め，スピリチュアル尺度の使用状況を把握するには

情報が不十分であると考えられる。そのため，国外

の研究へと範囲を広げて，スピリチュアルな側面の

尺度についてさらに分析を行なうことも必要であ

る。

Csala ら 12）のシステマティックレビューによる

と，ヨーガのスピリチュアルな側面はさまざまな尺

度で測定されていることが示されている。しかし，

測定についての検討はレビューの一部分であったた

め，尺度の信頼性・妥当性の検証の有無といった測

定方法の正確性については報告されていない。また，

Google Scholar など３つのデータベースが使用され

ていたが，PubMed などの健康関連の主要なデー

タベースでの検索がされていなかった12）。そのため，

PubMed などからも幅広く文献を検索して，ヨー

ガのスピリチュアルな側面の尺度を吟味していくこ

とが必要である。

そこで，ヨーガの介入研究における英語文献で使

用されるスピリチュアルな側面の主観的評価尺度に

焦点をあてて，どのようなスピリチュアル尺度を使

用しているのか，その使用尺度は信頼性・妥当性が

検証されているのかをはじめとした特徴を明らかに

する文献レビューを行う必要があると考えた。使用

尺度がわかることで，信頼性・妥当性が検証された

尺度で目的とする心理的現象を正しく測定されてい

るのか，また，ヨーガがスピリチュアルな側面をど

のように捉えているのかが確認できると考えた。そ

こから，今後の課題を検討することで，国内のヨー

ガの研究におけるスピリチュアルな側面の測定を促

進するための示唆が得られ，ヨーガを活用した健康

促進やヨーガの信頼性を確立していくための一助に

なるのではないかと考えた。

Ⅱ．研究目的
本研究の目的は，ヨーガのスピリチュアルな側面

の主観的評価はどのような観点から行われており，

日本国内でスピリチュアルな側面の測定を促進する

にはどのようにすれば良いのかを検討するために，

ヨーガに関する英語文献を対象にスピリチュアルな

側面の自記式の主観的評価尺度について文献研究を

行い，英語文献で使われているスピリチュアルな側

面の主観的評価尺度，その尺度は信頼性と妥当性は

検証されているのか，および尺度の特徴について明

らかにすることである。

Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン

本研究の研究デザインはナラティブレビューであ

る。ナラティブレビューは，特定のトピックに関す

る幅広い視点を得るのに最も役立つレビュー方法と

いわれている 13）。本研究は，ヨーガの効果検証な

どのデータに主眼を置かず，スピリチュアルな側面

の主観的評価尺度といった特定のトピックに焦点を

当てているため，ナラティブレビューが適している

と判断した。

２．対象文献の選定（図１）

分析対象とする文献の適格基準は，ヨーガに関す

る介入研究でスピリチュアルな側面の自記式主観的

評価尺度を使用した原著論文とし，言語は英語，抄

録のある論文とした。データベースは PubMed，

CINAHL，Web of Science を使用した（2022 年８

月 10 日検索）。キーワードを「yoga」and「spiritual」

and「scale（measure，instrument，questionnaire，

inventory，assessment，test）」として７回に分け

てそれぞれのデータベースで検索を行った。2017

年以降の最新５年に発表された文献を対象として検

索した。ヨーガは従来，運動療法のひとつとして理

解されていることが多く，身体的側面を中心として

研究が進められてきた７）。しかし，近年になって，

心理的・社会的・スピリチュアルな側面を含む全人

的なアプローチによってヨーガの本来の効果を示す

ことが考えられるようになった。このことから，全

人的なヨーガの研究が進められていると考えられる

最新５年に限定した。次に，重複文献を取捨選択し

た。その後，図１に示す文献選定の過程に沿って取

捨選択した。
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３．分析方法

対象文献を精読し，各文献の「方法」に「Spirituality」

または「Spiritual」を測定する主観的評価尺度とし

て記載してあったものを抽出し，使用している尺度

別に分類した。次に，抽出されたスピリチュアルな

側面の尺度の信頼性と妥当性をまずは対象文献から

確認し，対象文献に信頼性と妥当性について記載さ

れていない場合は，その尺度の信頼性・妥当性につ

いて記載されているオリジナルの文献などを検索し

て調べた。その後，各尺度の特徴として尺度の概要・

質問項目数・開発された言語が記載されているオリ

ジナルの文献を中心に検索して調べた。さらに，対

象文献から研究参加者を抽出して，各尺度の欄に記

載した。

分析内容の真実性の確保のため，統合医療に携わ

る指導教員によるスーパーバイズを受け，慢性看護

学分野の研究室のメンバーとも討議し，補足や検討

を重ねた。

４．倫理的配慮

本研究は文献研究であるため，人を対象とする研

究の倫理審査の対象とはならない。但し，研究に使

用した文献について著作権の尊重と公正で明確な引

用に留意した。

Ⅳ．結果
１．対象文献の概要

図１に示すとおり，手順に基づき絞り込み ,13 編

の全文を精読し，尺度を使用していない研究や介入

なしの調査研究などを除外した結果，対象文献とし

て９編 15 ～ 17）20）22）23）25）26）28）を選定した。

２�．主観的評価尺度，信頼性・妥当性の検証，特徴

および研究参加者（表１－１，１－２）

本研究の結果，ヨーガの介入研究で使用されてい

たスピリチュアルな側面の主観的評価尺度は９尺度

であった。すべての尺度で信頼性と妥当性の検証が

されていた。

使用頻度別では多い順に，Functional Assessment 

of Chronic Illness Therapy-Spiritual Well-Being short 

version（以下 FACIT-Sp12）の使用が３編 15）～ 17），

その他の８尺度は各１編 17）20）22）23）25）26）28）で使用さ

れていた。また,２編17）20）で２尺度が使用されていた。

各尺度の概要は表１- １および表１- ２に示す。

質問項目数は１～ 26 項目であった。

９尺度の開発言語は，英語が６尺度と一番多く，

ドイツ語が２尺度，中国語が１尺度であった。日本

語版29）があったのはFACIT-Sp12の１尺度であった。

がん患者を参加者とする研究に用いられた尺度は

FACIT-Sp12 で，疾患の有無が特定されていない

図１　文献の選定
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ヨーガ実践者にも使用されていた。３尺度がうつ症

状のある参加者に使用されており，パーキンソン病

患者や変形性膝関節症の高齢患者でそれぞれ１尺度

が使用されていた。また，３尺度はヨーガ未経験者

やヨーガ実践者，女子大学生といった疾患の有無が

特定されていない参加者に使用されていた。

表１－１　スピリチュアル尺度と特徴

スピリチュアル尺度
信頼性妥当性の
検証

尺度使用
文献数

尺度の特徴
参加者文献番号）

概要 質問項目数 尺度の言語

Functional Assessment 
of Chronic Illness 
Therapy-Spiritual 
Well-Being（FACIT-Sp12）

有 14） 3

・�研究者間で最も広く使われているスピ
リチュアルウェルビーイングを測定す
る尺度

・�慢性疾患患者の健康関連 QOL を評価
する FACIT 尺度の 1 部門

・�意味，平和，信仰の 3 つの下位尺度を
持つ

12 項目

英 語 世 界 22
か国で翻訳さ
れ，日本語版
有

が ん サ バ イ
バー 15）

若年がん患者 16）

ヨーガ実践者 17）Self-Transcendence 
Subscale of 
Temperament and 
Character Inventory 

（STS/TCI）

有 17） 1

・�気質と性格の 7 因子モデルから成る
Tempe r amen t  a nd  Cha r a c t e r 
Inventory（TCI）（1993）の自己超越
性次元の改訂版（2001）尺度

・�スピリチュアルな宗教的信念（SRB），
統一的相互関連性（UIC），超自然的
信念（BSN），経験における自己の消
滅（DSE）の４つの下位尺度を持つ

・�TCI（1993 年版）については日本語版
有（1996）

15 項目 英語

Aspects of Spirituality
（ASP）

有 18） 1

・�世俗的な社会における従来の概念の枠
を超えたスピリチュアリティの様々な
側面を測定する・宗教的志向，洞察／
知恵の探求，意識的相互作用，超越的
確信の 4 つの要素に分けられている

・�自分を宗教的あるいはスピリチュアル
な存在とみなしていない人は，すべて
の尺度で得点が低くなる

・所要時間は自己回答で 5 分

25 項目
ドイツ語
英語
ポーランド語

うつ病患者 20）

Tri-Guna Scales（TGS） 有 19） 1

・�古代インドのウェルビーイングモデル
である 3 つのグナ（質・傾向）である
サットヴァ（善良，建設的，調和），
ラジャス（情熱，活動，混乱），タマ
ス（闇，破壊，混沌）の 3 つの要素を
測定する

・�尺度は，思考，感情，動機，意志力，
活動レベル，仕事スタイル，社会的行
動，健康行動，スピリチュアルな志向
の 8 つの要素に分けられている（スピ
リチュアルな志向の質問 10 項目）

・�サットヴァの得点が高く，ラジャス／
タマスの得点が低いほど，健康状態が
よい

10 項目 ドイツ語

Spiritual Involvement 
and Beliefs Scale （SIBS） 

有 21） 1

・�スピリチュアルな関与と信念に関する
尺度で，宗教的伝統を越えて広く適用
できる

・�スピリチュアリティの 4 つの異なる側
面（外的／儀式，内部／流動性，実存
的 / 瞑想的，謙虚さ / 個人的な適用）
を測定する

・�信念だけでなく，スピリチュアルな関
与や活動も評価する

・実施と採点が容易

26 項目 英語
うつ症状のあ
る高齢者 22）
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表１－２　スピリチュアル尺度と特徴 （続き）

スピリチュアル尺度
信頼性妥当性の
検証

尺度使用
文献数

尺度の特徴
参加者文献番号）

概要 質問項目数 尺度の言語

Holistic Well-being Scale 有 23） 1

・�苦悩と平静の観点からホリスティック
ウェルビーイングを測定する

・�苦悩は情緒的脆弱性・身体的過敏性
・�スピリチュアルな方向感覚の喪失の 3 つ

の要素があり，平静は無執着，マインド　
フルな意識，一般的な活力，スピリチュ
アルセルフケアの４つの要素がある

・�スピリチュアル関連以外を含む全体の
質問数は 30 項目

・�質問は短く，5 分以内に簡単に記入で
きる

7 項目 中国語
パーキンソン
病患者 23）

Self-Transcendence Scale 有 24） 1

・�自己超越性を測定する
・�自己超越とは，個人を軽んじることな

く，自己の境界を広げ，自己よりも大
きな次元を意識することを指す

・�思春期，成人，高齢者の集団の使用に
適応されている

15 項目 英語
変形性膝関節症
の高齢患者 25）

Sp ir i tua l  Connect ion 
Questionnaire （SCQ-14）

有 26） 1

・�宗教に依存しない方法で主観的経験と
してのスピリチュアルなつながりを評
価する

・�宇宙や他者とのつながりの感覚，そし
てそのつながりの感覚から生じる幸福
感をとらえる一次元の尺度である

・SCQ-48 の短縮版

14 項目
英語

ハンガリー語
女子大学生 26）

L i n e a r  a n a l o g  s e l f -
a s s e s sment  （LASA） 
scales

有 27） 1

・�身体的ウェルビーイング（疲労，活動
レベル），感情的ウェルビーイング（う
つ，不安，ストレス），スピリチュア
ルなウェルビーイング（意味の感覚，
神との関係），知的ウェルビーイング

（明確に考える能力，集中力），総合的
QOL の５つの領域を測定する

・�各領域の質問数 1 項目で全質問数５項目
・�時間的制約から非常に簡便な評価を必

要とする場合のスクリーニング測定法
として有用

1 項目 英語
ヨーガ未経験
者 28）

Ⅴ．考察
１�．ヨーガの研究で使用されているスピリチュアル

尺度と信頼性・妥当性

本研究の対象文献では，スピリチュアルな側面は

９尺度が使用されており，いずれも信頼性と妥当性

が確認されていた。このことから，本研究の対象文

献におけるヨーガのスピリチュアルな側面は，これ

ら９尺度の活用によって，目的とする心理的現象を

正しく測定できているといわれる「判断指標である

信頼性と妥当性」10）を満たしていると考えられる。

そのため，ヨーガの研究に対する一定の客観的な評

価を得ることに貢献しているといえる。

２�．ヨーガの研究で使用されているスピリチュアル

尺度の特徴

使用が最も多かった FACIT-Sp12 は，がんやそ

の他の慢性疾患を持つ人々のスピリチュアルな健康

を測る尺度であることが示されている。日本語

版 29）もあり，信頼性と妥当性の検証から，日本人

のがん患者におけるスピリチュアリティの研究に有

用なツールであること 30）が示唆されている。本研

究の対象文献２編 15）16）においても，がん疾患の参

加者に使用されていた。このように世界標準の信頼

性と妥当性のある尺度を使うことで，ヨーガの主観

的評価の研究について一定の見解が得られるのでは

ないかと考えられる。また，すでに日本語版もある

ことから，がんやその他の慢性疾患の人を対象にし

たヨーガの研究に使用でき，国内におけるスピリ
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チュアルな側面の測定を促進することにつながると

考えられる。

本 研 究 で 示 さ れ た Spiritual Involvement and 

Beliefs Scale（以下 SIBS）と Aspects of Spirituality

（以下 ASP）は，宗教的伝統や世俗的な社会におけ

る従来の概念の枠を越えて広く適用できる尺度であ

る 20）21）31）。ヨーガは特定の宗教におけるスピリチュ

アリティを探求するものではなく，個人の内にある

主観的な立場にあるスピリチュアリティを探求する

プロセスを提供する。しかし，ヨーガの実践による

個人的な探求によって，実践者が過去に持っていた

宗教的伝統との関係を再発見し，自身の根底にある

信念と実践にさらに親しみが沸いたという報告 32）

もある。それは，ヨーガのプロセスによって，個人

や宗教的伝統を越えた普遍的な意識として，スピリ

チュアルな次元の自己存在を客観視することからの

気づきと推測される。鎌田ら７）は，ヨーガにおける

身体的・精神的・社会的健康は日常生活上の健康目

標であるが，スピリチュアルな健康とは自身の存在

について死後の世界にも通じるような自己の存在自

体についての意義を問うものであり，それ以上に人

間の限界を超えたところでの存在における健康であ

ると述べている。そのため，ヨーガのスピリチュア

リティは超越的な存在と自身との関係に重点が置か

れ，ひいては超越的な存在と自己とを同一視する普

遍的な意識に至る心理的現象であると考える。した

がって，本研究で示された宗教的伝統を越えて広く

適用できるこれらの尺度を使用することで，普遍的

な意識というヨーガのスピリチュアルな側面の評価

ができるのではないかと考える。

本研究の１編 20）で使用されていた Tri-Guna 

Scales（以下 TGS）は，ヨーガ特有の用語が用いら

れた名称の尺度である。Tri-Guna はインドに由来

するヨーガの古典書 33）でも使われる概念でもある

ことから，ヨーガの研究に特異的な尺度とも考えら

れる。Tri-Guna とは，３つ（Tri）のグナ（Guna）

といわれ，グナは「常に変化し続ける」心理的な徳

性 33）の意味を持つ。ヨーガの古典書では，源初の

物質（元素）を根本自性（プラクリティ）と呼び，

善性（サットヴァ／ Sattva），動性（ラジャス／

Rajas），暗性（タマス／ Tamas）と呼ばれる三種

の徳性（グナ）から成り立っている 33）と説明され

ている。TGSが示す８つの要素の一つにスピリチュ

アルな志向がある。判断得点は不明であるが，TGS

の８要素全てにおいて，善性の得点が高く，動性／

暗性の得点が低いほど，各要素の健康状態が良いこ

とを示す 20）。このようなヨーガに特異的なスピリ

チュアル尺度を使うことで，ヨーガ特有の専門的な

見解が得られることが考えられる。

本 研 究 の 対 象 文 献 で は，Self-Transcendence 

Subscale of Temperament and Character Inventory

（以下STS/TCI），Spiritual Connection Questionnaire

（以下 SCQ-14），Linear analog self-assessment scales

（以下LASA）の３尺度がヨーガ未経験者やヨーガ実

践者，女子大学生といった疾患の有無が特定されて

いない参加者に使用されていた。そのうちの SCQ-14

は，英語のオリジナル版 34）からハンガリー語に翻訳

されて信頼性・妥当性が検証されている尺度 35）であ

る。このように複数言語で提供されている尺度は，

世界的に利用が高まるヨーガ１）２）４）５）６）において

国際間の調査にも活用できると考える。

本研究で示された STS/TCI36）は，質問項目の一

部しか確認できず， LASA27）はスピリチュアルな側

面の質問は１項目しかなかった。また，Holistic 

Well-being Scale と Self-Transcendence Scale につ

いては，その尺度のオリジナル文献 24）37）などを確

認したところ，質問項目がスピリチュアルな側面よ

りも心の平安，他者とのつながり，目的と意味，信

念と価値などのメンタルヘルスを示す内容が多く含

まれていることがわかった。したがって，本研究の

対象文献におけるヨーガは，メンタルヘルスを含む

幅広い視点でスピリチュアリティを捉えていると考

えられる。

３．今後の課題

本研究の対象文献では，ヨーガのスピリチュアル

な側面の主観的評価は広域の観点から行われている

ことが示された。しかし，Koenig38）は，患者のケ

アを行うなどの臨床場面では良好なメンタルヘルス

を示す指標を含む広域なスピリチュアリティは効果

的であるが，科学的研究においては良好なあるいは

健康な心理状態や社会的状態の観点とスピリチュア
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ルな側面の区別が必要と述べている。そのため，尺

度を選択する際には，メンタルヘルスの内容に偏ら

ないようにする必要がある。対象文献のうち２

編 17）20）では，複数のスピリチュアル尺度を使用し，

多角的な観点から測定していた。１編 17）で使用さ

れていた尺度は，FACIT-Sp12 と STS/TCI の組み

合わせであった。このように多角的な観点の測定は，

スピリチュアルな健康が精神面など，他の側面の健

康に影響するかを見るために有用である。もう１

編 20）で使用されていた尺度は，ASP と TGS であっ

た。普遍的な意識の測定ができる ASP に，ヨーガ

特有の概念で測定する TGS を組み合わせることで，

まさにヨーガのためのスピリチュアリティ測定につ

ながると考えられる。したがって，ヨーガのスピリ

チュアルな側面の測定には，多角的な観点が重要で

あり，それには，複数の尺度を組み合わせて使用す

る方法が望ましいといえる。

日本国内のヨーガ研究では，研究参加者は疾患の

有無が特定されていない参加者が最も多かったが，

スピリチュアルな側面の測定が少なかった 11）。日

本語のスピリチュアル尺度は，患者や医療者を対象

としたものが多く，種類も限られている 30）。疾患

が特定されている参加者には FACIT-Sp12 のよう

な尺度で測定することは意義があると思われる。し

かし，国内のヨーガ研究におけるスピリチュアルな

側面の測定を促進するためには，疾患の有無を問わ

ない幅広い参加者に向けての尺度も必要である。そ

のため，宗教的伝統や世俗的な社会における従来の

概念の枠を越えて広く適用できる SIBS や ASP，イ

ンド哲学の理論を使った TGS，そして複数の言語

版があり，疾患の有無が特定されていない参加者に

使用されていた SCQ-14 などの尺度の日本語版の作

成も視野に入れて，疾患の有無を問わない幅広い参

加者に向けて，日本語のヨーガ向けスピリチュアル

尺度の開発が望まれるといえよう。

Ⅵ．研究の限界
本研究では，尺度の信頼性・妥当性の検証につい

て，検証した旨の確認だけであった。今後は，シス

テマティックレビューやメタ分析で効果を検証する

場合，尺度の信頼性・妥当性の詳細な検証レベルの

評価を検討していくことが課題である。また，ヨー

ガはさまざまな技法を組み合わせた方法論である

が，本研究では，尺度とヨーガの介入内容を検討し

なかった。今後は，ヨーガの介入内容とスピリチュ

アルな側面の測定状況をも検討していく必要がある

と考える。

Ⅶ．結論
本研究の英語の対象文献におけるヨーガのスピリ

チュアルな側面の主観的評価では，９尺度が使用さ

れていることが明らかになり，すべての尺度で信頼

性・妥当性が検証されていた。最多使用尺度は，疾

患のある参加者向けで日本語版もある FACIT-Sp12

であった。ヨーガのスピリチュアルな側面の主観的

評価は，複数の尺度を組み合わせて使用し，多角的

な観点から行われていた。宗教的伝統や世俗的な社

会における従来の概念の枠を越えて広く適用できる

SIBS と ASP や，インドの哲学に記載されている理

論に基づく TGS が使用されていた。複数言語あり，

信頼性・妥当性が検証された翻訳版の SCQ-14 が，

疾患の有無が特定されていない参加者に使用されて

いた。国内のヨーガ研究におけるスピリチュアルな

側面の測定を促進するためには，FACIT-Sp12 だけ

でなく，SIBS，ASP，TGS，SCQ-14 などの尺度を

参考にして，疾患の有無を問わない幅広い参加者に

向けて，日本語のヨーガ向けスピリチュアル尺度の

開発が望まれる。

利益相反：本研究における利益相反はない。
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